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  衛 星 余 話 （別添写真集） 
元通信総合研究所長 畚野信義   

 ▲アンデスの夜明け（機上から） ▲アンデスの夜明け（機上から） 

 ▲アンデスの夜明け（機上から） ▲眼下のアンデス山脈（機上から） 

▲ひときわ高い山はアンデス最高峰

アコンカグア (6,961m) 
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▲眼下のアンデス山脈（機上から） ▲サンチャゴの最高級ホテル最上階の朝食

会場から（サンチャゴはスモッグがひど

く、朝はアンデスが霞んでいる） 

▲スイート・ルーム（ベッドルームから

リビング・ルームを見る） 

▲リビング・ルーム 

▲ リビング・ルーム 

▲ キチン （この他にエントランス・ルーム

と大きなバスルームがある） 
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▲サンチャゴの中心の広場 ▲サンチャゴの中心の広場 

（左は大聖堂） 

▲サンチャゴの中心街に近い 

プロムナード 

▲サンチャゴの中心の広場 

▲ 大聖堂の中 ▲モネダ宮殿（元大統領官邸 １９７３

年のクーデターで攻撃され、アジェ

ンデ大統領が殺害された） 
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▲カラマ空港 ▲Calama空港ターミナル 

▲カラマから砂漠を南へ走るハイウェー 

▲途中にある月の砂漠 

▲カラマから砂漠を南へ走るハイウェー 

▲カラマから砂漠を南へ走るハイウェー 
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▲月の沙漠 ▲高級ホテルのひとつ（ロビーから） 

▲最高級ホテルのロビー ▲客室（コテージ） 

▲ロビー（左はこの地方独特の大きなストー

ブ、標高が高く冬以外の季節でも夜はか

なり冷える） 

▲客室（コテージ） 
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▲プール ▲ジム、サウナ、マッサージ等のある建物 

▲会議室（地下） ▲町の外の道 

▲客室のバスルーム ▲客室のベッドルーム 
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▲ホテルから町への道 ▲塀の向こうにはホテルや住居がある 

▲サン・ペドロ・デ・アタカマの街 ▲サン・ペドロ・デ・アタカマの中心広場（公園） 

▲サン・ペドロ・デ・アタカマの街 ▲サン・ペドロ・デ・アタカマの街 
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▲教会の中 ▲土産屋の並ぶアーケード 

▲公園の横に教会 ▲教会 

▲レストラン（右手に大きなストーブ） ▲ＡＬＭＡ山麓基地のゲート 



 

Space Japan Review, No. 91, Winter 2016                                                                                                   9                         

 

▲山麓基地の全貌（２００７年９月） ▲建設中の山麓基地（２００７年９月） 

▲組み立て中の日本のアンテナ群 

  （２００７年９月） 

▲アメリカのアンテナ（右は組み立て棟、

資材庫）（２００７年９月） 

▲ヨーロッパのアンテナ組み立て台地

（２００７年９月） 

▲参加各国の国旗掲揚台 

 （２００８年１２月） 
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▲内部もほぼ完成（２００８年１２月） ▲談話スペース 

▲研究スペースの向こうで歓迎パーティ

が準備されていた 

▲歓迎パーティ会場 

▲ほぼ完成した山麓基地の建物 

  （２００８年１２月） 

▲組み立て調整が終わり、第一号機として山

頂施設へアンテナ運搬専用車で運ばれる

日本のアンテナ（２００８年１２月） 
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▲やっと到着したヨーロッパのアンテナ

（２００９年１１月） 

▲調整中のヨーロッパのアンテナ面 

▲歓迎パーティのＢＢＱを準備するコック ▲スポーツ・ジム（マシンに乗っている

のは石黒教授） 

▲山麓基地の全貌 

▲山麓基地から山頂基地への途中に

生えるサボテン 
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▲ビクーニャ（首が細く華奢で小型、毛は

最高級品） 

▲リャマ（大型で逞しい） 

▲山頂基地の建物（２００７年９月、この時

未だ建物内は与圧されていなかった） 

▲アンテナ展望室 

▲山頂施設ではアンテナの建設準備が

始まっていた（２００８年１２月） 

▲山頂への第一号アンテナとして運び込まれ

る日本のアンテナ（２００８年１２月） 
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▲山頂施設のトイレ（２００８年１２月） ▲開所祝賀式会場（２０１３年３月） 

▲開所祝賀会で挨拶するチリ大統領 

▲アンテナ展望室（２００８年１２月）

（与圧されていた） 

▲受信装置等各種の機器の整備も進

んでいた（２００８年１２月） 
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